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【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】構造力学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・2 年次
【担当教員】

三上 卓

【授業目標・教育方針】
環境都市工学科の力学系科目に共通する基本的かつ重要な項目を修得する．
特に，力の釣り合いとモーメントの概念を深く理解することを目標とする．
さらに，構造力学で重要な梁の断面力および影響線を学習する．

【授業概要】
構造力学が対象とする構造物や環境都市工学における位置づけを導入部とする．
つぎに静力学の基本事項である，力の釣り合いとモーメントの概念について学習する．
つづいて，力の釣り合いの工学的な応用として，梁の力学を取り上げる．ここでは，反力，せん断力，曲げモーメン
トといった「力」に関する基本的な概念を講義する．単純梁，片持梁，張出梁，ゲルバー梁を具体例としてせん断力
図・曲げモーメント図が描けるレベルまで修得する．
梁の応用段階として，影響線の概念と利用方法を講義する．影響線に関しては，単純梁と片持梁に限定して理解を確
かなものとする．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：構造力学Ⅰ：嵯峨晃・武田八郎・原隆・勇秀憲：コロナ社
問題集：構造力学問題集 ( 第 2 版 )：赤木知之・色部誠：森北出版

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式・演習形式

【備考】
１年次の力学基礎について，復習をしておくことが望ましい．

【成績評価方法】
［前期］中間試験：15%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：小テスト等：5%
［後期］中間試験：15%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：小テスト等：5%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：構造力学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 ～ 3 回 構造力学概論 概論，力とモーメント，力の釣り合い
第 4 ～ 5 回 構造物と荷重 用語の定義，支点・構造物の種類・単純化
第 6 回 静定・不静定 静定・不静定，安定・不安定 小テスト
第 7 回 前期中間試験
第 8 ～ 9 回 単柱 軸力・ひずみ・フックの法則 小テスト
第 10 ～ 12 回 単純梁 支点反力・断面力

( 集中荷重・等分布荷重・モーメント荷重 )

第 13 ～ 14 回 片持梁 支点反力・断面力
( 集中荷重・等分布荷重・モーメント荷重 )

レポート

第 15 回 試験返却・解答解説 試験返却・解答解説
第 16 ～ 17 回 張出梁 支点反力・断面力

( 集中荷重・等分布荷重・モーメント荷重 )
小テスト

第 18 ～ 19 回 ゲルバー梁 支点反力・断面力
( 集中荷重・等分布荷重・モーメント荷重 )

第 20 ～ 21 回 微分方程式 荷重・せん断力・曲げモーメント間の微分方程式 レポート
第 22 回 後期中間試験
第 23 ～ 25 回 影響線 (1) 支点反力・断面力の影響線 ( 単純梁 ) 小テスト
第 26 ～ 29 回 影響線 (2) 支点反力・断面力の影響線 ( 片持梁・張出梁他 ) レポート
第 30 回 試験返却・解答解説 試験返却・解答解説
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